
　 ０ ． アルフ ァ ロメ オチャ レンジ開催趣旨
０ −１ アルフ ァ ロメ オ( 一部フ ィ アッ ト ) 製車輌を用いて、 アルフ ァ ロメ オ( フ ィ アッ ト ) 愛好家が自ら 車輌を操縦し 、 競技に参加し 、 競争を楽し むアマチュ アク ラ ブマンのレースである。
０ −２ アルフ ァ ロメ オチャ レンジでは、 アルフ ァ ロメ オＥ Ｓ ３ ０ （ 含む） 以降に 製造さ れた、 比較的新し いアルフ ァ ロメ オのク ラ スを称し てモデルナク ラ スと 呼ぶ。  
０ −３ アルフ ァ ロメ オチャ レンジでは、 アルフ ァ ロメ オＥ Ｓ ３ ０ （ 含む） 以前に 製造さ れた、 比較的古いアルフ ァ ロメ オのク ラ スを称し てヒ スト リ ッ ク ク ラ スと 呼ぶ。  

　 １ ． 参加資格と カ テゴリ ー
１ −１ 　 ド ラ イ バーの参加資格　

参加者は、 普通運転免許証を持ち、 少なく と も サーキッ ト フ ラ ッ グの意味を理解し それに従う こ と ができ るこ と 。 また、 競技規則を守ると と も に他の競技者に敬意を払う こ と ができ る者であるこ と 。
以上の条件を満足し た上で、 アルフ ァ ロメ オチャ レンジアソ シエーショ ンの会員であるこ と 。 加えて、 サーキッ ト 走行経験を有する必要がある。 ただし 、 レース入門ク ラ スのＡ Ｒ １ ２ ０ は
会員である必要はない。 　 また、 グリ ッ ド スタ ート を行わないＡ Ｒ １ ０ ０ ・ Ａ Ｒ Ｌ ・ 一般走行会・ 体験走行等は会員でなく と も 参加でき る。 また、 サーキッ ト 経験の有無を問わない。

１ −２ アルフ ァ ロメ オ車両であれば、 年式・ 車種を問わず参加資格を有し 、 車種・ 仕様・ 改造程度等により いずれかのク ラ スに参加資格を有するも のと する。 （ フ ィ アッ ト 車はAR150-8に
規定する車種のみ） 　 　 　 　 　 Ｓ Ｒ ・ Ａ Ｒ １ ０ ０ ・ Ａ Ｒ Ｌ ク ラ スに関し ては、 ヒ スト リ ッ ク ・ モデルナ・ 車種・ 仕様・ 改造程度等に関係なく アルフ ァ ロメ オ車両であれば参加でき る。
ただし 、 どのク ラ スも 本規則に定める「 ４ ． 車両安全規定」 「 ５ ． 車両改造規定」 を満足し ない車両は参加でき ない。

１ −３ 　 ヒ スト リ ッ ク ・ モデルナの参加車種　
ヒ スト リ ッ ク ・ モデルナの参加車種は以下に示すと おり と する。

　 （ １ ） ヒ スト リ ッ ク ： ヒ スト リ ッ ク への参加車種は、 原則と し てES30（ 含む） 以前のアルフ ァ ロメ オ車と し 、 以下に示す車種と する。
　 　 　 　  参加可能車輌例 ・   TI PO750全車種/TI PO101全車種/TI PO105全車種（ 含モント リ オール） /TI PO115全車種/TI PO116のう ち4気筒エンジン搭載車全車種/スッ ド 全車種/33全車種/

　 　 GTV６ /７ ５ 全車種/SZ＆RZ全車種（ ES30） /またES30以前に製造さ れた全車種
（ ２ ） モデルナ： モデルナへの参加車種は、 原則と し てアルフ ァ ロメ オＥ Ｓ ３ ０ （ 含む） 以降のアルフ ァ ロメ オ車と し 、 以下に示す車種および150-8ｸﾗｽ規定のフ ィ アッ ト 車と する。
　 　 　 　 参加可能車輌例・ 　 SZ＆RZ（ ES30） /１ ６ ４ /１ ５ ５ /１ ４ ６ /１ ４ ５ /Ｇ Ｔ Ｖ /Ｓ Ｐ Ｙ Ｄ Ｅ Ｒ /１ ５ ６ /１ ４ ７ /Ｇ Ｔ /159/Br er a/Mi To/Gi ul i et t a　 以上全車種、 その他以降製造の全車種

    ※ 8Cは事務局に相談の上、 参加者の経験値等により 、 出場の可否・ ク ラ スを承認する。
１ −４ 　 ヒ スト リ ッ ク ・ モデルナ参加車種に関する補足なら びに特例　

（ １ ） 「 １ −３ 」 に例示し た車種以外のアルフ ァ ロメ オ車が参加を希望する場合は、 当該車両の車種・ 仕様・ 改造程度などから いずれのク ラ スに該当するかを事務局が判断・ 決定するも のと する。
（ ２ ） 「 １ −３ 　 ヒ スト リ ッ ク ・ モデルナの参加車種」 に例示し た車種であっ ても 仕様・ 改造程度によっ ては特例と し て他ク ラ スへの参加車種と するこ と があり 、 その判断は事務局が行う 。

　 ２ ．  車輌の区分
２ −１ 　 希望ク ラ ス申請、 事務局により ク ラ ス分け。 　

下記のク ラ ス分けが基準と なるが、 入会・ 更新時に希望ク ラ スを申請。 車両改造範囲、 過去の実績により 事務局がエント リ ーク ラ スを決定する。 車両規定にかかわら ず、 その人の経験・
車両の状態により 上位・ 下位と も 規定に外れたク ラ スを希望するこ と が可能。 （ 排気量が異なる場合も 含む） 　 また、 地区によっ ては下記以外に独自ク ラ スの開催の場合がある。

２ −２ 　 ヒ スト リ ッ ク ・ モデルナ共通参加のク ラ ス。 　
・ Ｓ Ｒ （ スーパーレーシング） ： HSR・ MRの上位に位置し 、 ヒ スト リ ッ ク ・ モデルナに関わら ず車両規定を満たすすべてのアルフ ァ ロメ オが参加可能。 アルフ ァ ロメ オ最速を競う ク ラ ス。
　 　 　 　 　     　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2013より 車輌により 、 SRと SR2に分かれる。 （ SR2から SRへの以降は可能。 ） 　 また、 現役か否かに関わら ずプロド ラ イ バーはこ のク ラ スと する。
　 　 　 　 　 　 　 ▲ SR / 基本的には3. 2L以上全車種と 156-3. 0　 　 　 ▲ SR2 / 3L以下全車種（ ただし 156-3. 0は除く ） 　 ※ 147CUP･GTV-CUPなら びにﾀ ﾎー゙ 車含む（ 155･GTV･Mi t o･Gi ul i et t a)
・ Ａ Ｒ １ ０ ０ ： 入門編と し て（ 特にサーキッ ト 初心者が） 幅広く 参加し やすいよう 設置さ れたク ラ ス。 実績のあるド ラ イ バー等、 趣旨に合わない場合参加不可。 また３ 位以上入賞のド ラ イ バーは、
　 　 　 　 　 　 　 次戦以降こ のク ラ スには参加出来ない。 （ 参加５ 台以下の場合除く ） 特に改造に関する規定は設けず、 （ ３ . 安全規定、 ４ . 車両安全規定） を満たすすべてのアルフ ァ ロメ オ
　 　 　 　 　 　 　 なら びにAR150-8ク ラ ス対象のFi at車で参加可能。
・ Ａ Ｒ Ｌ （ レディ ース） ： 女性専用ク ラ ス、 女性が参加し やすいよう 設置のク ラ ス。 特に改造に関する規定は設けず、 （ ３ . 安全規定、 ４ . 車両安全規定） を満たすすべてのアルフ ァ ロメ オで参加可能。

２ −３ 　 ヒ スト リ ッ ク 車輌のク ラ ス。 　
・ HTA200： 車両規定（ 参加車両の改造範囲） を満足し 、 実排気量が2000cc以下のTA（ ﾄﾗﾝｽｱｸｽﾙ） 車両。 （ ｱﾙﾌｪｯﾀ・ GTV6・ 75・ ES30等） 　 　 ・ HTA300： HTA20０ 同様の内容で2001cc以上の車輌。
・ Ｈ １ ３ ０ ： 車輌規定（ 参加車輌の改造範囲） を満足し 、 実排気量が1300cc以下のTA（ ﾄﾗﾝｽｱｸｽﾙ） 構造で無い車輌。 　 　 ・ Ｈ １ ６ ０ ： Ｈ 130同様の内容で、 実排気量が１ ６ ０ ０ ｃ ｃ 以下の車両。
・ Ｈ １ ８ ０ ： Ｈ 160同様の内容で、 実排気量が1800cc以下の車両。 　 　 ・ Ｈ ２ ０ ０ ： Ｈ 180同様の内容で、 実排気量が2000cc以下の車両。
・ Ｈ Ｒ （ ﾋｽﾄﾘｯｸﾚ ｼーﾝｸﾞ ） ： 上記の車輌規定を満足し ないヒ スト リ ッ ク 車輌または過給機付の車輌。 ただし 往時を重視し た改造の範囲内と する。
・ Ｈ Ｓ Ｒ （ ﾋｽﾄﾘｯｸｽー ﾊ゚ ﾚー ｼーﾝｸﾞ ） ： Ｈ Ｒ の範囲を超えた、 車輌・ ド ラ イ バー。 または、 発売当時のオリ ジナリ ティ を重視し ない改造を施し た車輌。
　 モデルナ車輌のク ラ ス。 　

・ Ａ Ｒ １ ５ ０ ： 車輌規定（ 参加車輌の改造範囲） を満足し 、 ラ ジアルタ イ ヤを装着のモデルナ車両。 ( 車種により ９ ク ラ スにより 細分化）
  AR150ｸﾗｽ詳細　 150-1=3. 2L全車種（ GT, GTA, GTV, 159, Br er a&Spi der ） , ｼ゙ ｭﾘｴｯﾀQV　 150-2=Mi To( ﾛﾑ変更車) 、 156V6、 GTV&Spi der 3. 0、 GTV2. 0TB、 155Q4、 166( 2. 5, 3. 0) 、 ES30、 ｱﾊ゙ ﾙﾄ500( ｷ゙ ｬﾚｯﾄ) ※１ 、

　 　 　  124spi der　  150-3=156TS, JTS　 150-4=145TS、 147TS、 155V6、 GT2. 0、 GTV2. 0　 150-5=155TS, 146, SPI DER2. 0　  150-6=ｾﾚｽﾋﾟ ﾄーﾞ , Q-syst em（ 3. 2L除く ）  　 150-７ =Mi To ( ﾉ ﾏーﾙﾛﾑ
　 　 　  150-8=ABARTH( 500小ﾀ ﾋーﾞ ﾝ, ｸﾞ ﾗﾝﾃ゙ ﾌﾟ ﾝﾄ, ﾌﾟ ﾝﾄ)  ※１ ※２ 、 NA1. 8L以下のﾓﾃ゙ ﾙﾅAl f a Romeo･Fi at車（ 500/07年～, ﾌﾟ ﾝﾄ/93年～, ﾊ゚ ﾝﾀﾞ /03年～, ﾊ゙ ﾙｹｯﾀ/95年～） 　 150-9=159, Br er aSpi der （ 939系）  ※３

　 　 ※１  ｱﾊ゙ ﾙﾄ500, のｷ゙ ｬﾚｯﾄﾀ ﾋーﾞ ﾝ等のｶﾀﾛｸﾞ 表記180ps以上のﾓﾃ゙ ﾙと 社外ﾀ ﾋーﾞ ﾝ交換車両はAR150-2。 ｶﾀﾛｸﾞ 表記163ps以下のﾉ ﾏーﾙﾀ ﾋーﾞ ﾝ（ ABARTH PUNTO等のｷ゙ ｬﾚｯﾄﾀ ﾋーﾞ ﾝ含む） 車両はAR150-8。
　 　 ※２  ｱｾｯﾄｺﾙｻ・ R3Tﾗﾘ ・ー ﾌﾟ ﾝﾄS2000等ﾚ ｼーﾝｸﾞ ｶ ｶーﾃｺﾞ ﾘｰのも のは除く 　 　 　 　 ※３  159-9において3. 2L車で優勝し た場合は後述のク ラ スアッ プを推奨。
　 　 ＜ク ラ スアッ プ＞AR150ク ラ ス内で車輌が該当するク ラ スより 数字の少ないク ラ スへの参加は原則自由。 （ AR150-3の車輌でAR150-2出場。 AR150-6の車輌でAR150-3出場等。 ）
　 　 ※　 ただし 150-7は150-4以上、 150-9のJTSは150-4、 3. 2Lは150-1以上と する。 　 150-8のｱﾙﾌｧﾛﾒｵなら びにﾌｨｱｯﾄは150-6以上、 ABARTHは150-2以上と する。
　 　 ※　 150-7・ 150-8・ 150-9に限り 、 ｼー ｽ゙ ﾝ途中でｸﾗｽ変更の場合、 それまでに獲得し たﾎ゚ ｲﾝﾄ×0. 8を変更し たｸﾗｽへ移行可能と する。 （ 端数は切り 捨て） 移行は本人から の申請があっ た場合のみ。
・ Ａ Ｒ ２ ０ ０ ： 車輌規定を満足し 、 実排気量が2000ｃ ｃ 以下のモデルナ車輌。 ただし 、 155と Q-syst em車輌は2500ｃ ｃ までこ のク ラ スと する。
・ Ａ Ｒ ２ ５ ０  ：  車輌規定を満足し 、 実排気量が2001ｃ ｃ 以上3000ｃ ｃ 以下のモデルナ車輌。 また過給機付車輌はこ のク ラ スと する。 159, Br er a&Spi der等の2. 2JTS車輌も こ のク ラ スと する。
・ Ａ Ｒ ３ ０ ０ ： 車輌規定（ 参加車輌の改造範囲） を満足し 、 実排気量が３ ０ ０ １ ｃ ｃ 以上のモデルナ車輌。
・ ＭＲ ２ ０ ０ ： AR150・ AR200・ AR300の車両規定を逸脱する、 実排気量が２ ０ ０ ０ ｃ ｃ 以下のモデルナ車輌。 ただし １ ５ ５ は２ ５ ０ ０ ｃ ｃ 以下の車両及び１ ５ ６ Ｎ １ 。 また３ ０ ０ ０ ｃ ｃ 以下のAT車輌。
               ※ 2013年度から 暫定的に　 159JTS2. 2L、 156V6-2. 5L、 Mi t o の参加を可能と する。
・ ＭＲ ３ ０ ０ ： AR150・ AR300の車両規定を逸脱する、 実排気量２ ０ ０ １ ｃ ｃ 以上のモデルナ車輌、 及び過給機付車両。 ただし １ ５ ５ は２ ５ ０ １ ｃ ｃ 以上。

　 ３ ．  安全規定（ 共通）
３ −１ 難燃性の長袖長ズボンで、 運転に支障のない服装を着用するこ と 。 JAFも し く はFI A公認のレーシングスーツの着用を強く 推奨する。
３ −２ フ ルフ ェ イ スも し く はジェ ッ ト タ イ プのヘルメ ッ ト の着用を義務付ける。 SNELL規格も し く はJI S規格に適合するレース用ヘルメ ッ ト の着用を強く 推奨する。   また、 HANSデバイ スの装着を強く 推奨する。
３ −３ オープンカ ーの場合はフ ルフ ェ イ スタ イ プを義務付ける。  ド ラ イ ビングに適し たシュ ーズを着用するこ と 。 レーシングシュ ーズの着用を強く 推奨する。  
３ −４ レース用グローブの着用を義務付ける。 指先の露出する物、 手首の露出する物は不可。  

　 ４ ．  車輌安全規定（ 共通）
４ −１ ﾍｯﾄﾞ ﾗﾝﾌﾟ 、 ﾃー ﾙﾗﾝﾌﾟ 、 ﾌﾞ ﾚ ｷーﾗﾝﾌﾟ 、 ｳｲﾝｶ なーどすべてのラ ンプ類は正常に点灯し 機能するこ と 。 ガラ ス・ プラ スチッ ク レンズ部分すべてをテープ（ 出来るだけ透明） で飛散防止処理を施すこ と 。   
４ −２ 安全ベルト はモデルナＡ Ｒ 各ク ラ ス以外は４ 点以上のフ ルハーネスを義務付ける。 ただし ４ 点の３ ポイ ント は可。  モデルナＡ Ｒ 各ク ラ スは４ 点以上のフ ルハーネス推奨。
４ −３ バッ テリ ーおよび配線は確実に固定さ れていなければなら ない。 その場合グロメ ッ ト 、 コ ネク タ ー、 ク ラ ンプ等で固定さ れ安全性の高いも のでなければなら ない。  
４ −４ ブローバイ ガス還元装置を取り 外し ている車両に関し てはオイ ルをコ ース上に流出するこ と を防ぐ 確実なブローバイ オイ ルキャ ッ チタ ンク 装着を義務付けるも のと する。

取り 付け方法も 確実にボディ ーに固定さ れていなければなら ずその容量は２ L以上。  
４ −５ 排気管は後方も し く は側方に向け、 燃料系統に対し 十分な防護処置を講じ なければなら ない。  
４ −６ ヒ スト リ ッ ク 各ク ラ ス・ Ｓ Ｒ ク ラ ス・ ＭＲ ク ラ スは、 ロールゲージ、 ロールバーの装着を強く 推奨する。 レース各ク ラ ス参加のオープンカ ーはサーキッ ト 走行に際し て有効なロールゲージ、 ロールバー

( ARｸﾗｽは純正品で可の場合あり ) の装着を義務付ける。 また装着に際し ては６ 点式以上を強く 推奨する。 ただし 、 ｸﾞ ﾘｯﾄﾞ ｽﾀ ﾄーを行わないAR100・ 走行会等はロールゲージ、 ロールバーの装着を強く 推奨する。
４ −７ カ ッ ト オフ キルスイ ッ チの装着を強く 推奨する。 　 安全燃料タ ンク の装着が望まし い。  
４ −８ フ ロント ウイ ンド シールド は合わせガラ スが望まし い。  
４ −９ 走行時は牽引フ ッ ク の装着を義務づける。 取り 付け方法も 確実にフ レーム等に固定さ れていなければなら い。 前後装着を強く 推奨する。

　 ５ ．  参加車輌の改造範囲（ 特に記載の無い場合は全てのク ラ スを対象と する）
５ −１ エンジンブロッ ク の交換はヒ スト リ ッ ク /モデルナ各々、 出場するク ラ スに出場可能な車種に搭載さ れていたブロッ ク の範囲内で交換する場合のみ異なる排気量でも 可。
５ −２ 気筒数の変更、  ピスト ンリ ング、 ピスト ン、 コ ンロッ ド は交換可。 ただし モデルナはＳ Ｒ ・ ＭＲ ク ラ スのみと し 、 排気量が変更と なる場合は当該ク ラ スに変更するこ と 。
５ −３ シリ ンダーヘッ ド 交換は、 そのク ラ スに出場可能な車種に搭載さ れていたヘッ ド の範囲でのみ交換可。 ポート 研磨、 ヘッ ド 面研磨などヘッ ド 加工は可。 ただし モデルナはSR・ MRク ラ スのみと する。
５ −４ カ ムシャ フ ト 、 バルブ、 バルブスプリ ングは自由。  ただし モデルナはＳ Ｒ ・ ＭＲ ク ラ スのみと する。
５ −５ フ ラ イ ホイ ールは変更、 加工と も 自由。  ただし モデルナはＳ Ｒ ・ ＭＲ ク ラ スのみと する。
５ −６ 潤滑系統はＨ Ｓ Ｒ ・ Ｈ Ｒ ・ Ｓ Ｒ のみド ラ イ サンプ自由。 ただし 潤滑系統の接続は確実なも のと し 、 ホースバンド は不可。
５ −７ オイ ルク ーラ ーの追加は可。 その場合取り 付け位置が車体内に収まり 、 ホース・ フ ィ ッ ティ ングが外れる事のないよう に固定するこ と 。  
５ −８ 冷却系統の変更は自由、 こ の場合も 車体内に収まり 確実に固定するこ と 。  
５ −９ 吸気装置はキャ ブレタ ーから イ ンジェ ク ショ ンへの変更は不可。 イ ンジェ ク ショ ンから キャ ブレタ ーへの変更は可。

4-4規定により ダイ レク ト 吸気装置の場合ブローバイ ガスの大気開放は禁止。 こ の場合オイ ルキャ ッ チタ ンク の装着を義務付ける。 セパレータ などの簡易装置は禁止。  
５ −10 排気系統の交換は自由。 ただし 有効な消音装置の装着を義務付ける。  
５ −11 点火プラ グ交換は自由。   点火装置の変更追加は自由。  
５ −12 モデルナは、 タ ーボ車のタ ービン交換はＳ Ｒ ・ ＭＲ ク ラ スのみ可と する。 （ ARク ラ スでは不可） 　 　 ABARTHのﾌﾙコ ン使用不可。
５ −13 ク ラ ッ チは交換自由。  
５ −14 ギアボッ ク スはオリ ジナルのケースを使用するこ と 。  　 モデルナでは、 ギア比の変更はＳ Ｒ ・ ＭＲ ク ラ スのみ可と する。 （ ARク ラ スでは不可）
５ −15 最終減速装置は生産時にアルフ ァ ロメ オ一般市販車に搭載さ れているデフ ケースを使用するこ と 。 こ の場合差動装置を追加するこ と は可。   モデルナでは、 Ｓ Ｒ ・ ＭＲ のみフ ァ イ ナル変更可と する。
５ −16 ホイ ル、 スペーサーは自由。 ただし ホイ ルのリ ム幅及びオフ セッ ト 値の変更はタ イ ヤを装着し た状態でフ ェ ンダー内に収まるサイ ズまでと する。  
５ −17 タ イ ヤは一般市販タ イ ヤであるこ と 。 レーシングタ イ ヤ( スリ ッ ク 、 カ ッ ト スリ ッ ク 、 オールウェ ザー、 レーシングレイ ンなど) は禁止。 フ ェ ンダー内に収まるサイ ズまでと する。  
５ −18 ショ ッ ク アブソ ーバーの変更は可。 　 スプリ ングの変更は可。   
５ −19 サスペンショ ンアームに関し Ｈ １ ３ ０ ・ Ｈ １ ６ ０ ・ Ｈ １ ８ ０ ・ Ｈ ２ ０ ０ は形式の変更、 改造は不可。 その他のク ラ スは寸法形状と も に自由。  
５ −20 スタ ビラ イ ザーの追加変更は可。 こ の場合スタ ビラ イ ザーエンド 部のピロボール化も 可。  
５ −21 ブレーキロータ ーに関し 、 寸法形状と も に自由。
５ −22 ブレーキパッ ド （ シュ ー） は交換自由。 倍力装置は取り 外し 変更可。  
５ −23 ブレーキキャ リ パー変更はヒ スト リ ッ ク は、 ４ ポッ ト キャ リ パーの範囲内で交換可。 モデルナは自由。  
５ −24 ステアリ ングホイ ールは交換可。  
５ −25 ペダル類は交換可。  
５ −26 Ｈ １ ３ ０ ・ Ｈ １ ６ ０ ・ Ｈ １ ８ ０ ・ Ｈ ２ ０ ０ ク ラ スにおいてサスペンショ ンアーム取り 付け 支点の位置変更は不可。  
５ −27 Ｈ １ ３ ０ ・ Ｈ １ ６ ０ ・ Ｈ １ ８ ０ ・ Ｈ ２ ０ ０ ク ラ スにおいてサスペンショ ンアームの追加は不可。 アルフ ァ 伝統のいわゆるＣ Ｒ Ｂ Ｂ システムは許さ れる。  

　 ６ ．  車体形状および改造範囲
６ −１ ウイ ング、 スポイ ラ ー、 オーバーフ ェ ンダー等の取り 付けは、 Ｈ １ ３ ０ ・ Ｈ １ ６ ０ ・ Ｈ １ ８ ０ ・ Ｈ ２ ０ ０ ク ラ スは認めない。 HRク ラ スでは当時の形状と 同一のオーバーフ ェ ンダーのみ認めるが、

取付はリ ベッ ト またはボルト ナッ ト などで確実に固定するこ と 。  Ｈ Ｓ Ｒ 及びモデルナでは車体寸法内に収まる物に関し ては認めるが、 取付はリ ベッ ト またはボルト ナッ ト などで確実に固定する。
６ −２ 開口部は形状の変わら ない樹脂または軽金属製への交換可。 ﾋｽﾄﾘｯｸはﾎ゙ ﾝﾈｯﾄへのｴｱﾀﾞ ｸﾄの追加禁止。 ﾓﾃ゙ ﾙﾅは可。 すべて走行中に開かないよう ﾋﾟ ﾝまたはﾍ゙ ﾙﾄなどで確実に固定するこ と 。  
６ −３ ﾊ゙ ﾝﾊ゚ 、ー ﾊ゙ ﾝﾊ゚ ｽーﾃー はﾋｽﾄﾘｯｸでは変更、 取外し を認める、 ﾓﾃ゙ ﾙﾅは取外し は認めない。 ただし 軽量樹脂製などのバンパーに交換可。 こ の場合ﾚｲﾝﾎー ｽﾒﾝﾄ、 取付ｽﾃー は純正を使用するこ と 。  
６ −４ 座席は取り 外し 、 交換と も に自由。 運転席の固定は必ずボルト ナッ ト で確実に固定するこ と 。  ただし 、 Ａ Ｒ １ ５ ０ ク ラ スは取り 外し 不可。
６ −５ 窓ガラ スは、 フ ロント ウイ ンド ーを除く 他の窓ガラ スを透明な他の材質に変更するこ と は可。 ただし 、 Ａ Ｒ １ ５ ０ ・ Ａ Ｒ ２ ０ ０ ・ Ａ Ｒ ３ ０ ０ ク ラ スは不可。
６ −６ ダッ シュ ボード の変更、 交換は認めら れるが、 取り 外し は不可。  
６ −７ バッ テリ ーの変更、 搭載位置変更は可。 ただし 、 車室内に位置変更する場合は有効な仕切り 隔壁により 車室と 隔離し なければなら ない。  
６ −８ ﾋｽﾄﾘｯｸ車輌の最低重量はH130/800kg（ 750・ 101は720kg） 、 H160/810kg（ 750・ 101は730kg） 、 H180/830kg（ 750・ 101は750kg） 、 H200/850kg（ 750・ 101は770kg） と する。

こ れ満たさ ない場合はHR・ HSRク ラ スと する。  ( HTA200・ 300は除く ）
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・ Ａ Ｒ １ ２ ０ ： レース入門ク ラ ス（ AR100のレース版） 、 入賞者は次回参戦不可。 （ AR150へｽﾃｯﾌﾟ ｱｯﾌﾟ /参加３ 台以下の場合除く ） 　 車両規定は下記AR150-1～9適合車輌。 　 ARCA入会不要（ ﾎ゚ ｲﾝﾄ対象外）
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